
Ⅱ．逆走対策実施状況
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データ ：2022年12月時点での高速道路（高速道路会社管理）における対策実施状況

Ⅱ-①．逆走対策実施状況 ［分合流部・出入口部の対策実施状況］

○「分合流部・出入口部」で発生する逆走に対し、 高速道路会社管理区間と直轄高速区間の全てのIC・JCT・SAPA を対象とし、
大型矢印路面標示やラバーポール等の物理的・視覚的な対策を実施

○２０１７年に対策が概成し、２０２１年３月末時点で高速道路会社管理区間と直轄高速区間の全ての箇所で対策が完了

〈対策実施例〉

〈対策実施状況〉

対策
実施率

実施
箇所数箇所数管理区分

100%3,1703,170高速道路会社管理区間

100%734734直轄高速区間

100%3,9043,904合計

〈高速道路会社管理区間の対策進捗推移〉
・本線合流部 ・ランプ合流部

・一般道との接続部（出口） ・ランプ分岐部
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締切対策 注意喚起看板

〈締切対策〉

締切対策

※東北自動車道 福島飯坂IC

〈代替策〉

注意喚起看板

※常磐自動車道 水戸IC

Ⅱ-②．逆走対策実施状況 ［料金所プラザ部の対策実施状況］

○「料金所プラザ部」で発生する逆走に対し、高速道路会社管理区間の全ての料金所に対し、締切り対策（代替策※含む）を実施
○内プラの対策は全て完了、外プラの対策実施率は８７％となっている
※施設配置上物理的な締切りが不可能な料金所に対して、看板や路面標示を設置するもの

〇２０２０年に対策が概成し、２０２３年度に高速道路会社管理区間のすべての箇所で対策完了予定

〈対策実施例〉

〈対策実施状況〉

対策
実施率

実施
箇所数箇所数管理区分

100％864864内プラ
高速道路会社管理区間

87.3％715819外プラ

93.8%1,5791,683合計

〈高速道路会社管理区間の対策進捗推移〉
（箇所）

外プラ
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外プラ

内プラ

（年）

至 高速道路

至 一般道

至 高速道路

至 一般道

データ ：2022年12月時点での高速道路（高速道路会社管理）における対策実施状況
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Ⅱ-③．逆走対策実施状況 ［料金所前後（一般道側）の対策実施状況］

〈対策実施例〉

〈対策実施状況〉

○「料金所前後」で発生する逆走に対し、高速道路会社管理区間のうち一般道と接続する全ての箇所に対し、一般道側に注意喚
起看板やカラー舗装等の対策を実施

○２０１９年５月に一般道側の各道路管理者（都道府県・整備局等）へ協議の促進に関する通知を発出し、高速道路管理者が主
体となりIC部の一般道接続部分の対策を推進

○２０２２年１２月時点での対策実施率は９２％となっている
※ 「分合流部・出入口部」は出口の高速道路側対策であるのに対し、 「料金所前後」は一般道側の対策となる

〈対策イメージ〉

データ ：2022年12月時点での高速道路（高速道路会社管理）における対策実施状況
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※2019年以前の高速会社管理用地の対策を追加計上

矢印路面標示

高輝度矢印板
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〈高速道路会社管理区間の対策進捗推移〉
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Ⅱ-④．特別転回の対策実施状況と発生状況 ［案内掲出］

掲出予定箇所（全953施設）

〈特別転回案内看板掲出の対策実施状況の経年変化〉

データ ：2022年12月時点での高速道路（高速道路会社管理）における対策実施状況

本線上対策
目的のICを

通り過ぎた車両

誤流出対策（出口）
降りるICを

間違えた車両

誤進入対策（入口・分岐部）
間違えて高速入口へ流入した車両

IC・JCTで分岐間違いした車両

○特別転回の申出は１ヶ月間で約３５，０００件発生（２０１９年1月～２月の１ヶ月間）
○特別転回制度の案内周知と強化を目的とし、構造上対応可能なすべてのＩＣへの案内掲出を２０２０年度完了目標とし推進
○２０２２年１２月時点で９８％実施、残りのICへの案内掲出は２０２３年度内に完了予定

※構造上掲出できないＩＣについては、逆走の発生状況や道路構造等を踏まえ、公募技術等の展開を今後検討

〈対策実施例〉
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①
『無くそう、逆走』

②
逆走車の通報を受けると、
情報版が点灯されます。

③
もし逆走情報を見たら、

④
車間距離を取って、注意
して走行してください。

Ⅱ-⑤．逆走防止に向けた広報・啓発活動

○２０１６年のロードマップ公表以降、運転者側への逆走対策として、啓発活動や広報物を作成
○NEXCO各社ではポスターやマスメディアを通じた広報・啓発活動に加え、ＨＰで逆走防止に関する活動の紹介や逆走防止の動

画等を公表
○それ以外にも、逆走を想定した合同訓練による逆走車両への対処方法の確認や、講習会でのドライバー教育（約１００回/年）

を実施

＜テレビCM（NEXCO各社）＞

＜合同訓練＞〈NEXCO各社ＨＰ〉

『家族みんなで無くそう逆走』

無くそう逆走―高速道路は一方通行です―

逆走・車の安全運転に関する
「三世代」調査の実施

ドライビングスクールでの
「三世代免許 特別講義」分合流部での行き先確認の啓発

逆走事案を想定した訓練を
西日本パトロール会社合同訓練にて実施

＜ポスター＞ 〈NEXCO東日本ＨＰ〉

24



Ⅱ-⑥．公募技術による逆走対策実施状況

○２０１６年に逆走対策を公募・選定。選定された公募技術は、逆走事案発生状況を踏まえ抽出した優先対策箇所を対象に対策
を推進、２０２０年度内の完了目標に対し、２０２２年１２月時点で約９７％完了。残りの箇所は２０２３年度内に実施予定

○ ２０２３年度以降は、対策済み箇所を対象として公募技術の有効性・適用性を確認し、更なる普及促進を展開

過去に逆走事案が発生した箇所から適用範囲や現時状況を踏まえ優先対策箇所を選定、
公募技術の逆走対策を展開

テーマⅠ 372箇所 テーマⅡ 18箇所 テーマⅢ １箇所

２０２２年度に優先対策箇所への展開は約９７％完了
残りの箇所は２０２２年度内に完了予定

優先対策箇所における効果（有効性や適用性）を確認し、
更なる普及促進を展開

逆走事案や逆走事故を減少させるには、
重層的な逆走対策や現地の状況に合わせた対策が必要となるため、

公募による新しい技術を公募し選定を行った。

11技術 3技術※ 1技術※
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優先対策箇所数
実施済箇所数

〈公募技術による逆走対策実施状況〉

データ ：2022年12月時点での高速道路（高速道路会社管理）
における対策実施状況

対策
実施率

実施
箇所数

優先対策
箇所数公募技術テーマ

97%360372テーマⅠ
100%1818テーマⅡ
100%11テーマⅢ
97%379391合計

※2018年の選定時はテーマⅡは４技術、テーマⅢは３技術が選定されたが、その後メーカー側で開発を中止したため、テーマⅡは３技術、テーマⅢは１技術となった。
25



Ⅱ-⑦．公募技術による逆走対策実施箇所の逆走事案発生状況

データ： 2015年～2022年12月までの高速道路（国土交通省及び高速道路会社管理）における事故または確保に至った逆走事案 N=1,655のうち、公募技術を実施した379箇所における逆走事案を対象

出典： 警察の協力を得て国土交通省・高速道路会社が作成

※No,4路面埋め込み型ブレードは廃止されたBSに試験的に設置

○公募技術実施箇所（379箇所）では、対策前に80.1/年の逆走事案が発生していたが、対策後の発生は7.0件/年となっている
○公募技術実施箇所における対策別の発生件数は『錯視効果を応用した路面標示（117箇所）』では対策前は29.5件/年の逆走事

案が発生していたが、対策後は2.9件/年となっており、その他の対策においても、対策後は2.0件/年未満の発生となっている
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